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●教養教育
［必修科目］
法学、倫理哲学、基
礎数学Ⅰ・Ⅱ、基礎物
理学Ⅰ・Ⅱ、初等物理
学演習、基礎化学、
初等化学演習、基礎
生物学、コンピュー
タ入門、心理学、保
健環境論、文章表現
論、基礎生物学実習
［選択必修科目］
現代日本史、国際関
係論、自己表現論、
民俗学、経済学、ス
ポーツ科学
［選択科目］
初等数学演習

●外国語
［必修科目］
英語Ⅰa・Ⅰb
［選択科目］
ドイツ語Ⅰa・Ⅰb
中国語Ⅰa・Ⅰb
フランス語Ⅰa・Ⅰb
●保健体育
［選択科目］
スポーツ実習Ⅰ・Ⅱ

●教養教育
［必修科目］
基礎物理学 Ⅲ

●外国語
［必修科目］
英語 Ⅱa・Ⅱb
［選択科目］
英会話

●外国語
［選択科目］
英会話

●医療人意識形成
［必修科目］
ヒューマニズム Ⅳ
●薬学と社会
［必修科目］
薬事関係法規・制度 Ⅱ

●薬学と社会
［必修科目］
薬局管理学

●薬学基礎（化学）
［必修科目］
植物療法学

●衛生薬学
［必修科目］
健康 Ⅱ～Ⅳ
臨床衛生学

●医療薬学
［必修科目］
薬物治療学 Ⅳ～Ⅶ
感染症学
臨床腫瘍学
臨床漢方治療学
医薬品安全性学
一般用医薬品学
先端医療薬学
医療情報 Ⅰ～Ⅲ
薬物治療学演習
病態検査学実習
［選択科目］
薬理学 Ⅵ

●薬学臨床
［必修科目］
実践薬物治療学
プレ実務実習Ⅰ（調剤）
プレ実務実習 Ⅰ
（医薬品管理・患者応対）
プレ実務実習Ⅱ
（実践薬学）
プレ実務実習Ⅱ
（医療情報）
プレ実務実習Ⅱ
（総合演習）
●薬学総合
［必修科目］
卒業研究 Ⅰ
薬学演習 Ⅰ・Ⅱ
病院実習
薬局実習

●薬学アドバンスト
［必修科目］
高齢者医療
臨床医学総論 Ⅰ・Ⅱ
［選択必修科目］
生命科学特別講義
社会薬学特別講義
［選択科目］
薬剤師のための
やさしい英会話
実用医療英語
医用工学概論
看護学
形態機能学総論
臨床心理学
生命科学
実用薬学英語
チーム医療演習

●薬学総合
［必修科目］
病院実習
薬局実習
卒業研究 Ⅰ

●薬学アドバンスト
［必修科目］
社会への招待Ⅰ
［選択必修科目］
社会への招待Ⅱa～Ⅱd
［選択科目］
医薬品開発Ⅱ
人体解剖学
臨床栄養学
海外実務実習

●薬学と社会
［選択科目］
社会薬学総合演習

●医療薬学
［必修科目］
臨床薬学総論

●薬学総合
［必修科目］
薬学総合演習 Ⅰ・Ⅱ
［選択必修科目］
薬学総合講義 Ⅰ・Ⅱ
卒業研究Ⅱa・Ⅱb

●薬学アドバンスト
［必修科目］
処方設計管理学
［選択科目］
環境学総論 Ⅰ・Ⅱ
香粧品学
レギュラトリーサイエンス
薬剤経済
先端応用薬学総論Ⅰ～Ⅵ

●医療人意識形成
［必修科目］
プレゼンテーション
ヒューマニズム Ⅱ
●薬学と社会
［必修科目］
地域医療

●薬学基礎（物理）
［必修科目］
分析化学 Ⅱ
構造化学
物理化学 Ⅰ・Ⅱ
分析化学実習
物理化学実習

●薬学基礎（化学）
［必修科目］
有機化学 Ⅱ・Ⅲ
有機構造解析学
有機化学実習 Ⅱ

●薬学基礎（生物）
［必修科目］
生化学 Ⅲ
人体生理学 Ⅰ・Ⅱ
微生物学
病原微生物学
分子生物学 Ⅰ・Ⅱ
免疫学 Ⅰ
微生物学実習
生化学実習
分子生物学・免疫学実習

●医療薬学
［必修科目］
薬理学 Ⅱ・Ⅲ
製剤学 Ⅰ
薬物動態学 Ⅰ
生物統計学

●薬学総合
［必修科目］
総合科学演習

医療人意識形成
［必修科目］
ヒューマニズム Ⅲ
●薬学基礎
（物理）
［必修科目］
分析化学 Ⅲ
薬学機器分析学
放射薬品学
［選択科目］
放射薬品学実習

●薬学基礎（化学）
［必修科目］
天然物化学
漢方薬学
有機化学 Ⅳ
生物有機化学
医薬品合成化学 Ⅰ・Ⅱ
医薬品化学
生薬学実習

●薬学基礎
（生物）
［必修科目］
人体生理学 Ⅲ
免疫学 Ⅱ
分子腫瘍学

●衛生薬学
［必修科目］
環境 Ⅰ・Ⅱ
健康 Ⅰ
衛生薬学実習

●医療薬学
［必修科目］
薬理学 Ⅳ・Ⅴ
製剤学 Ⅱ・Ⅲ
薬物動態学 Ⅱ・Ⅲ
化学療法学
症候学
病態検査学
薬物治療学 Ⅰ～Ⅲ
薬理学実習
製剤学実習
薬物動態学実習

●薬学アドバンスト
［選択科目］
薬剤師のための
やさしい英会話
生体分子解析学
医薬品開発 Ⅰ
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●医療人意識形成
［必修科目］
薬学入門
薬史学
コミュニケーション
ヒューマニズムⅠ
早期臨床体験
［選択科目］
人間と生命
（習志野共通科目）
●薬学と社会
［必修科目］
薬事関係法規・制度Ⅰ

●薬学基礎（物理）
［必修科目］
分析化学Ⅰ

●薬学基礎（化学）
［必修科目］
生薬学
無機化学
有機化学Ⅰ
有機化学実習Ⅰ

●薬学基礎（生物）
［必修科目］
生化学Ⅰ・Ⅱ
細胞生物学

●医療薬学
［必修科目］
薬理学Ⅰ

薬学総合演習
確かな実力が

身につく演習システム

薬学部

薬学科

▶教育の 3 つの強み

Curriculum カリキュラム

シラバスはこちら

TOHO

Syllabus

univ.

▶  薬剤師
薬剤師国家試験に合格すると資格を取得できます。

▶  公害防止管理者
在学中でも、公害防止管理者国家試験に合格すると資格
を取得できます。

▶  衛生管理者・食品衛生管理者
薬剤師の免許を取得すると申請により資格を取得できます。

▶  介護支援専門員
卒業後、規定の実務経験を経て、各都道府県で行う試験
に合格のうえ、所定の研修を受けると資格を取得できます。

取得できる資格 求める人物像

自然や生命のさまざまな現象に興味を持ち、それらを理解・説
明できる基礎学力を有していることを前提とし、将来的に薬
学・医療に関連する分野に貢献したいという目的意識を持つ
入学者を求めます。また周囲と良好な関係を構築するために必
要なコミュニケーション能力を有しているほか、外国語の学習
に積極的に取り組み、国外の情報収集・分析や異文化コミュ
ニケーションを実践する意欲を持つ姿勢にも期待しています。

※ 2020年度入学者適用カリキュラムです。開講年次は今後変更になる場合があります。
＊薬学共用試験…薬学生が病院・薬局において実務実習を行うのに先立ち、学生の知識・技能・態度が一定のレベルに到達していることを確認するために全国の
大学で統一して実施される試験のこと。CBTとOSCEという2種類の試験で構成される。

CBT： Computer Based Testing（コンピュータを用いた客観試験）　OSCE： Objective Structured Clinical Examination（客観的臨床能力試験）

教養教育・外国語・保健体育科目　見識ある人間としての基礎を築く

プレ実務実習・実務実習
臨床の現場で実務経験を積む

卒業研究　真理を追究し、新しい発見に挑む

専門教育科目　医療人としての倫理観を定着させ、薬の専門家としての基礎力を身につける
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薬学教育評価機構 
からの適合認定
東邦大学薬学部（6年制薬学
教育プログラム）は、薬学教育
評価機構が定める「薬学教育評価 

評価基準」に適合していると定さ
れました。評価の内容等につきま
しては、薬学教育評価機構のWeb 

サイトよりご覧いただけます。

担任制の丁寧な指導 学内での実習が充実 効率的な教育システム

個々の学生に対し、入学時から担任の教
員が学生生活や学習を細やかに支援する
クラス担任制を導入。4年次からは、所属
する研究室の教員が卒業研究を含む日々
の勉学や就職活動について指導を行って
います。

基礎系、臨床系ともに充実した実習機器・
設備をそろえており、臨床系の実習では、本
学の専任教員はもとより付属病院、その他
の病院や薬局の現役薬剤師が指導にあた
ることで、質の高い実践的な実習を実現し
ています。

講義の内容をすぐに実習で確認できるよう講
義室と実習室を向かいに配置しているほか、
午後の3時限を連続して実習にあてるなど、
学生が効率よく学べる授業環境を整備して
います。また、学生による授業評価も行い常
に教育方法を見直しています。

21 3

最先端の医療に対応する 
高度な実務能力を育成。
医療技術の高度化に対応するためには、薬学の専門知識や技能・
技術、そして、科学的根拠に基づいた論理的思考力の修得が不可
欠。本学では効果的な教育を通し、高い実務能力をもつ “くすりの
専門家 ”を育成しています。

薬学共用試験＊CBT・OSCE
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